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結 核 の 素 質 に 関 す る 研 究

第3報BCG接 種 によb惹 起 され た ツベノンク リン アvノ γ

ギーの個人的差異 から観察せ る母子 関係 について

国立公衆衛生院衛生微生物学部

国立予防衛生研究 所結核部

川 村 達

(昭和27年3月29日 受付)

緒 言

著者は昭和23年 に行つた実験成績から,④ ツペル

ク リソ(以 下ツと略記)反 応陰性もしくは疑陽性の乳児

とその母親にBCG接 種 を行なうと,接 種後2ヵ 月のツ

反応の強さは母子間に高い相似関係のあること,② 母

親がッ反応既陽性である場合にはそのッ反応の強さも,

乳児のBCG接 種後2ヵ 月のツ反応の強さと平行関係が

認められ,且 つ母親の胸部結核性所見は,そ の児のBC

G接 種後2ヵ 月のツ反応が強い者程軽度 であつたとい う

関係を見出して,本 研究の第1報 として発表 した。

その後一層多数の母子を対象として追試 し,前 記事実

の中①の項の母子関係に対 して行つたより詳細な検討は

第2報 として報告 し淀。本報ではこれと同時に行つた観

察成績のうち,前 記②項の問題に関する追試成績を報告

し,併 せて本研究に関する綜合的な考察を行い,未 開拓

に残されている,結 核の素質とい5分 野に興昧を持たれ

る方々の御参考に供 し度い。

研 究 方 法

1)対 象は東京都内某区の生後1,ヵ 月より2年2カ 月

迄の乳幼児 とその母親で,乳 幼児はッ反応が陰性又は疑

陽性であるが,母 親は既陽性(発 赤の直径10臓 以上)

1の者 であ り
,両 者とも既往にBCG接 種 の経験のないこ

とを確めたものである。

2)ッ 反応の検査方法,反 応の表示形式,並 びにBC
ゆ り

G接 種 に関する事項は第2報 と殆んど同様である。

3)胸 部X線 検査方法;母 親全員に対 し,35mmフ ィ

ルムを用いて聞接撮影を行ない,未 治愈の結核症を疑わ

しめる所見を見出したものは直接撮影により再検査 し,

その他の者は闘接撮影のフィルムによつて所見を判定 し

た。その判定の結果を下記のように分類 して集計 した。

④ 結核性所見のない もの

② 肋膜炎後胎像を有するもの

③ 完全な石灰化竈のみを発見するもの

④ 現在未治癒の慢性結核症のあるもの

なお,② の肋膜炎の後胎像は,そ の程度により著明なも

のと軽徴なものとに区分 した。叉,② と③を併有するも

のは②に,未 治癒の結核症を有するものはすべて④に含

めた。

4)笑 験経過の大要:第1回 検診(昭 和24年10月)

の際,乳 幼児にはBCGを 接種 し,母 親はその時の蹴反
ら

応の程度を計測記録 し,且 つ前記の問接撮影 を行 なつ

た◎

乳幼児はその後2カ 月(62日 ～65日)経 過 した時にツ

反応を検査 して計測記録 した反応の強さを取り,そ の各

各の母親(自 然感染によるッ反応の強さ及び胸部X線 検

査による結核性所見)と の関聯を観察 したのである。

5)そ の他の諸検査,対 象の選び方等の細部は第2報

に記載 したものと変らない◎

実 験 成 績

1乳 幼児のBCG接 種後2ヵ 月のツ反応の強さとy'
ま

既陽性の母親の自然感染によるツ反応の強さとの関係

母親のツ反応の陽転時機は殆んど不明であるが検査時

の強さの分布は,総 数343名 中210名(61・2%)は 二重

発赤を有する強反応(冊)で あり,二 重発赤のない比較

的反応が弱い者は,(帯)47名(13・7%),〈 薪)40名

(11・7%),(十)46名(13・4%),計133名(3&8%)で

あつた◎

第1表BCGを 接 種した乳幼児の2ヵ 月

後のツ反応の強 さと,そ の母親の

自然陽性ツ反応の強さの相関々係

(3群 合計)

母 子;+蒔 欝 計 ㈱ 数%)

十181251146(13.4)

1十12127940(11.7)

帯181531147(13。7)

冊64の414164210(61。2)
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附 表

逗搾 下「
霧臨1　
計 192 ・5・1343

X2=7.85

P≒O.OO5

Y=O.148

この母親のツ反応の強さと,そ の児のBCG接 種後2

ヵ月のツ反応の強さとの相関々係は第1表 であつて,第

1報 同様,児 の反応が弱い母親の方に,自然感染によるツ

反応 も弱い者が比較的多いとい う関係を認めることがで

きる。附表の如 く,児 のツ反応は(一,±,+)を 弱反

応,(升,帯,冊)を 強反応とし,母 親のツ反応(+,升,

帯)を 弱反応,(鼎)の みを弓飯 応としてまとめると,

児 のRCG接 種後のッ反応が比較的弱い群の母親は105

名 中87名(45・3%)が 弱反応であり,児 のッ反応が比

較的強い母親のそれは105名 中46名(30.5%)で,そ の

差は有意であると認められる。
む

第1表 に集計 した対象は居住地区により3群 に分けた

ものの合計であるが,第1表 の附表と同様な観察を各群

別におこなつても,(第2表1,皿 及び皿)各 々が統計

的に有意にならぬにしても,い ずれにも同傾向の母子相

関々係のあることが認められる◎

第2表 第1表 と同様の関係各群別観察

1

＼ ＼子 弱

母 ＼＼ 強 計

弱

強

28

37

17

35

45

72

計 65 52 117

II

X2=1.32

P≒0.25

γ ニ0.107

母 ミ 弱 強 計

弱

強

26

26

11

30

37

56

計52 4・}93

III

X:'=5.13

P≒0.023

Y=0。235

冨 「 弱
弱

強

3

2

3

4

強 計

計

(δ

バリ

ー

4

1

2

5

ハδ

X2=2.32

P≒0.ユ29

Y=0.133

75158・33

巫 乳幼児のBCG接 種後2ヵ 月のツ反応の強さと,

その母親の胸部X線 検査による結核性所見との関係

本項では,母 親の胸部X線 所見を確めることのできた

母子について,子 のBCG接 種後2カ 月のツ反応の強さ

と,そ の母親の結核性所見との関係を述べる。

集計 し得た母子312組 の中異常所見を有す る母 親 は

U8名(37.8%)で,そ の内訳は,肋 膜炎後胎像104名

(33・3%),石 灰化竈のみを認めるもの11名(3・5%)・

現在未治癒の 慢性結核症を有す るもの3名(1・0%)で

あるや

母親をその児のBCG接 種後2カ 月の瓢反応の強さに

より6群 に分け,以 上の結核性胸部所見を斉群別に比較

したのが第3表 である◎

各群の異常所見を有する者全体の割合はそれぞれ43・2

%,31・7%,35・7%,32,0%,49.1%及 び37・5%で あ

つて,各 群の間に児のツ反応の強さと関聯 した系統的な

差異は認められない◎しか し異常所見の内容を見ると,

①現在未治癒の慢性結核症を有する母親3名 は2名 が1

群 に,他 の1名 は皿群に含まれる者で,い ずれ もその児

のBCG接 種後2ヵ 月のツ反応が比較的弱いといい得 る

者であつた◎② これに反 して,完 全な石灰化竈のみを発

見する母親は11名 中9名 迄,そ の児のBCG接 種後2カ

月のツ反応が比較的強いW,V及 び、1群に属する者であ

つて,殊 に電群は4名(12・5%)に 達する。⑨1,皿,

皿群では肋膜炎後胎像を発見するもの約半数(合 計59名

中28名 一47。5%)が 著 明な変化を胎すものであつたのに

対 し,IV,V,V群 では極 く軽微な変化を認めるにすぎ

ない者の方が明らかに多 く(合 計45名 中33名,73・3%)

なつている。(こ の肋膜炎後胎像が,児 のBCG接 種後

2ヵ 月のツ反応の強い母親の方が軽度であるとい う傾向

は第7表 附表によつてX2一 検定を行 うとP≒0。05と

な り,有 意と考え得る。)④ 有所見者中,著 明な肋膜炎

後胎像あるものと未治癒の結核症を有するものを合する

と,1群 ユ0名(22・7%),∬ 群8名(12・7%),皿 群13

名(17・1%),W群6名(12・0%),V群6名(11・2%),

、1群2名(6・3%)と なるて第3表 の附図)。

以上述べた第3表 に示 される成績はこれを要約すると

BCG接 種後のツ反応が強い児の母親程結核感染におけ

る治癒傾向も強い者が多 く,反 対にツ反応が陽性化せぬ

ような児の母親は結核感染後に不良な経過を取るものが

比較的多いとい うことができるげ
サ

皿 母親の胸部X線 所見と,母 親自身のツ反応の強さ

との関係

前項の如 く,そ の児のBCG接 種後2ヵ 月のツ反応の

強さと興味ある関係を見出された母親の胸部結核性所見

が,母 親自身のツ反応(自 然感染による既陽性者である

が,感 染時期は考慮せず)と 如何なる関係にあるかを観

察 した(第4表)。 この場合における所見分布の偏 りと

して著 しいことは,石 灰化竈のみを発見する者10名 の全

てが,最 も強いツ反応を呈ナる群に属することであるが

他の所見(肋 膜炎後胎像及びその軽重・未治癒結捜)は

殆んど全 く平等に分布 して各群聞に系統的な差が存在t

なかつた。 患

一 一 一8-・ 一
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第3表BCGを 接種した乳幼児の2ヵ 月後のツ反応の強さから既陽性の母

親を1・-V群 に分け,各 群について母親の胸部X線 所見を比較す

母 親 の 群 別 1

あ磯 鶴 鑓 麗 後2力川 一

母
親

の
X

異常所見のないもの ω

肋膜炎後胎像の

み発見するもの

軽 微(2>

25

8

皿 皿iiiVv

士}+固 帯

計

献 総饗 する)

i著明(3)

143145
ul・2

sisi・2

・4127t2・} 194(G2.2)

・・国6

416

剖 暴題 甕化竈のみを(4)則

驚 誓蠣 以上の織5)

2

・回 ・12i'3(4

2レ ・Ill・1・i・

64(20.s)

40(12.8)

11(3.5)

3(!.{り

異常覗 あるものの計/捌(認C剖 轟

総 数 44 63170 50
議(871剥

U8(3ア 。8)

53 32 312(loo.o)

註:()内 はそれぞれの行の総数に対する%

繁3衷 附表 第3表 中肋膜炎後胎像発見者の軽

重とその児のツ反応の強さの関係

な個体差を左右する重要な因子と

して,従 来は殆んど無視されてい

たf遺 伝的素質による個体の反応

性」があることを,本 研究の第1

嬢D及 び第2報2)に 報告 した。

本報においては,出 産後1カ 月

から2年2カ 月までの母 子 の 中

で,児 はツ反応の発赤が9mm以

下であるが,母 はツ反応の発赤が

10}」7m以上で,母 子ともに既往に

B(ぐG接 種を受けたことのない者

を対象とし,乳 幼児はBCG初 接

種後2ヵ 月のツ反応の強さを,母

親は自然感染によると考えられる

陽盤ツ反応搾)強さと胸部X線 所見
◎

第3表 附 図:第3表 中母 親 の所 見(3)と(5)の 群別 発 見 率,

母 親 の 群 別

孟継 鍔麗購譲(・)
肋膜炎後胎像の

み発見するもの

軽(2)

重(3}

1+五+皿

弱
(一 ±+)

31

28

w+v+SI
計

20%

彊
(苔惜擶)

33 64

15%

12 40

45104

10%

計 59

X:'=3.83

P≒0。05

(Yatesの 補 正 を加 う)

第4表 既 感 染者(本 報 対 象 の母 親)に お け る

ツ反 応 の 強 さ と胸 部X線 所 見 との 関係

5%

0

群 →

子のツ反応

母親の自然感染のツ反応

異常所見のないもの

肋臓 後撒 のみ剃 軽

するもの1重

完全な石灰化竈のみを認あるもの

現に要注意以上の結核矯あるもの

計

十

%

一
8

5

0

0

帯

23}22

813
_一 一一)

0

一
〇

5}6
0

1

4・「壽「「証

冊
(弱)

23

11

6

0

1

(強)

93

32

18

10

1

4・{・54

計

189

62

40

10

3

304

註:本 喪で は鼎 の もの を発 赤 の外 径(縦,横 の平 均)が347nm以 下

の もの を冊(弱),35mm以 上 の もの を冊(彊)に 分 け た

.綜 括 並 び に 考 察

BCG接 種 にょつて惹き起されるツ 。ブレルギーの強

さに甚 しい個体差があることは日常経験されるところで

あるがンその原因について深い考察を加え得る研究は見

出し得なかつた。著者は結核未感染と考えられる母子に

BCGを 接種 した後のツ反応の観察成籏から,こ のよう

1皿 皿hV、1
-一 ±+昔 舟 冊

ノ

を検査 して,そ れ等の成績から母子関係

を観察 したところを報告 した◎以下その

大要を綜括 し考察を加える。

1)乳 幼児の初接種後2ヵ 月のッ反応

の強さと,母 親の紺 懐自然感染による陽

性 ツ反応の強さとは集団的に見れは平行

関係があることを認めた◎

2)母 親o)胸 部X線 検i査による結捜性

所見は,そ の児のBCG初 接 種後2ヵ 月

のツ反応の強さから見ると,BCG接 種

後のツ反応が強い児の母親程,結 核感染

後の経過が,軽 微又は艮好であるといい

得る傾向を認めた・

3)こ の母親の胸部X線 所見は母親自

身の自然感染によるッ反応の強さとの関係では,石 灰化

竈のみを発見するものが,す べて最 も強度の反応を呈す

るものであつたことの他,前 項のような,砂1瞭 な関連を

示さなかつた。 ・

以上の成績は著者が第1報Dで 報告 したところと殆ん

ど一致する傾向を示 したものであつた。母子ともにBC

9一
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Gを 接種 した後のツ反応の強さは,強 い梱似性(相 関係

数(船 前後)を 示したことを第2報 に記載 したが,こ の

場合の母親のツ反応の強さと,そ の児のBCG接 種後2

カ月のツ反応の強さの間には,そ のように強い平行関係

が存在 しない理由としては,母 親の自然感染 の経過 期

間 。感染薗量 。感染反覆の程度 。病竈の所在 。牲質及び

軽距などが,BCG接 種の時のよ5な 一定の条件ではな

く,各 種の因子が複雑に影響 し合つていることが考えら

れる登しか しなお或る程度の平行関係が認められること

は,遣 伝的素質による個体の反応性が,母 親の自然感染

によるツ反応の強さを左右する因子としても無視できぬ

ことを示すものと思われる◎ ・

このようにBCG接 種の場合のみではなく,自 然感染

の際にも,ツ 。アレルギーの強さに影響を与えていると

考えられる{個 体の遺伝的な反応性」は結核症の経過自

体に対 して,如 何なる関係を有するものであろうか心

ツ・アレルギーと結核免疫の関係については,な お,

異同,平 行等 の意見が区々ではあるがり2{・RCG接 種

による場合には,脱 感作などの特殊な操作を加えなけれ

は萄者が大体平行 して消長することを細沼3)が 報吉し,

武田Dは 結復症の経過とツ。アレルギー消長の緊密な連

繋を主i張し,結 慨感染の際のツ・アレルギ{発 現が慢性

微弱のものは病変が徐々に悪化するけれ ども,急 性高度

のものは予後が却つて艮好であることを示 している。

L(iw・s5)は海狽で,Lurie6)7)は 家 兎を用いた近親

繁ダ:1,,cよつて,結 核に対する抵抗性を左右する遺伝的因

子が存在することを実証 したが,Lurieの7)は 更 に,抵 抗

の強い系統の家兎は,弱 い系統の家兎に比 し,結 核菌加

熱死歯又はBCGを 接種 された場合に,ツ ・アレルギー

の発現が早 く,且 つ強いことを報告 している◎

従斗三行われている,人 についての結穫症に対する体質

学的研究でも,Pearson8)Walf&Cioecolo)Puffer11),

慶 松② 荒谷韮3)14)等は家系的調査で,Dieh1&Versehur

肇5)董垂じ,Ueh1加ger&Kunsch17),Kallman&Reisnerユ8)

等は双生児についての研究で,そ れぞれ遺伝因子の重要

な竜のであること又は無視できぬものであることを述ぺ

ているが,こ れ等はいずれ も,生 活様式,感 染様式等の

因子を分離 して考え得る客観的裏附けを持たないとい う

欠陥を有 し,必 ず しも定説とはなつていなかつだ9)。

,著 者が以上の3報 を通 じて報告 した成績は,人 におい

ても結撲症の経過を左右する因子として,遺 伝的要素も

存在することを,結 核症 と緊密な関連にある,ツ 。アレ

ルギー発現の程度に示される個体の反応性の如何を通 し

て,実 験的に証明 したものということができ,こ の点で

は,Lxrieの 家兎についての観察 と共通する もので あ

るeし か しL磁eは,人 工的に作つた家系問の差異を

述べているのに対 し,著 者は一般的に存在する自然の遺

伝レL停を把握 した ものであつて,今 後,こ の2種 類の翻

察方法は平行 して進められなければならぬものと思 うe

同時にLewisやL"r五 ⑧ が行つているような他種の抗

体産生能力?D22)又 は反応牲鶉)6)との関連や乳 それらを

支配する因子としてのHOrmon24)25)2¢)な どに関する実

験も興 朱深いものである◎

Klare27)苅 部es)遠城寺黛9)木田3の等が 過敏性 体質の

ものの結僕症が比較的予後艮好であることを報告 してい

ることも無関係ではないと考えられ るが,個 体の先天的

抵抗性(素 質)と 後天的抵抗性(免 疫)と の聞に特異的

な面における交流が見出されたことは.現 在の8CG・

ッベルクリンの普及度からすれば,結 核対策 の実 際 に

も,個 人の素質を取り⊥げることが可能になつてきたこ

とを示唆するものである◎

結核のみならず他の疾患に関する素質でも,特 異的な

抵抗産生能力が どの程度の影響を有するかは,興 昧ある

問題であるし,諸 種疾患に関 しての,こ のような癒察が

綜合されることから,更 に次の段階への進歩を期待 し得

るものと考えられる。

結 論

本報を含む著渚の一連の研究成績は,従 来から論議さ

れていた,「 紺後感染に対する個体の遺伝的素質による

抵抗性乃至脆弱性」と重要な関連のある因子として,iB

CG接 種後のツ。アレルギ・一一の強さ」に示され る特 異

的,機 能的の反応性が凄,ることを実験的に見出 し,い わ

ゆる,結 核素質の本態を一歩を進め,且 つ,汎 ね く普及

しつつあるツ反応及びBCG接 種 の上に,結 核感染前に

個体の結核に対する抵抗性の強弱を,或 程度予知 し得る

とい5,新 たな予防的価値を加えたものであ る と考 え

る。
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